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視 点 評価
※
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77％
（白根総合公園体育施設全体）

・利用者アンケートで「満足」が７０％以上

地域連携・社会貢献活動 社会貢献活動（地域連携事業）年１回以上実施

本市施策に合致した
サービス提供

・本市施策に合致した自主事業（スポーツ教室等）を年
間20件以上実施
・事業参加者　年間延べ8,000人以上

・スポーツ教室　91件開催
・事業参加者数
　年間延べ9,039人

目標大幅達成
（１割増）

適切に対応している。

社会貢献活動（ボランティア清掃
等）への参加

評価コメント
※

市 民

広報の充実
・ホームページアクセス数（白根総合公園内施設全体）
が年間50,000件以上

120,827件
目標大幅達成
（１割増）

基準利用者数の達成

苦情･要望に対する対応
・苦情・要望には７営業日以内に回答
・苦情対応マニュアル整備

評価項目 評価指標 実績

・年間利用者数　136,000人以上(但し、天候に考慮し評
価する）

105,828人 目標未達成

各種サービス別満足度

施 設 設 置 目 的

スポーツの普及振興を図り、市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与することを目的として、体育施設を設置する。

管 理 ･ 運 営 に 関 す る 基 本 理 念 ， 方 針 等

目標大幅達成
（１割増）

目標達成

適正に実施
（複数回実施）

南区地域総務課

公の施設目標管理型評価書【指定管理者施設用】

白根総合公園白根カルチャーセンター

（公財）新潟市開発公社 平成31年4月1日 令和6年3月31日

(１)新潟市体育施設条例並びに新潟市都市公園条例（以下「条例」という。）に基づき、スポーツの普及および振興を図り市民の心身の健全な発
達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与する管理運営を行うこと。

(２)公の施設管理運営の責務を認識して管理運営を行うとともに、サービスの向上や平等利用を確保すること。

(３)利用者の意見及び要望を管理運営に反映させること。

(４)利用者に対し、安全で快適な環境を提供すること。

(５)新潟市個人情報保護条例に基づき、個人情報の保護を徹底するとともに、業務上知り得た情報について守秘義務を遵守すること。

(６)効率的かつ効果的な管理運営を行い経費の削減に努めること。

(７)法令を遵守し施設の管理運営を適切に行うこと。

(８)指定管理者制度を理解し、実践すること。

(９)本市施策の方向性（南区の健康増進施策の方向性である、健康づくりや運動の習慣化）にあった自主事業の提案・実施に努めること。

南区 南区上下諏訪木1775番地１

スポーツ基本法・都市公園法

新潟市都市公園条例

施 設 概 要

敷地面積　７，３００㎡，延床面積 ６，８０１．９㎡
建物構造　鉄筋コンクリート造３階建
主要施設
　　１階　メインアリーナ（バスケットコート２面・バレーボールコート２面
　　　　　・バドミントンコート８面・アリーナ客席５０４席），
　　　　　ステージ（間口１９ｍ×奥行き９ｍ），控室(２室)，
　　　　　柔道場（畳１７６枚分・２面），展示コーナー，ミーティングルーム，
　　　　　更衣室・シャワー室・ロッカールーム
　　２階　サブアリーナ（バドミントンコート３面）,トレーニングルーム,
　　　　　ランニングコース（１周１８２ｍ），研修室，視聴覚室，
　　　　　更衣室・ロッカールーム，観覧席（５０４席）



B

C

B

B

A

A

B

B

B

A

B

所 管 課 に よ る 総 合 評 価 （ 所 見 ）

遵守 適正に実施

　新型コロナウイルスの影響もあり、利用者・使用料収入の面で目標未達成となったものの、アンケート結果において高い利用者満足度を記録するなど、高
い利用者サービスを提供している。事務手続きも迅速かつ正確であり、当施設の指定管理業務は仕様書並びに業務計画書に基づいて、適正に実施されてい
ると言える。
　当施設は南区の基幹スポーツ施設であり、利用者も多い。今後とも安心・安全に留意した施設管理を実施していただきたい。

人 材

配置人員のスキルの習得
度

・職員研修を年１回以上実施 計画的に研修を実施
適正に実施
（複数回実施）

労働基準の充足 ・労働関係法令の遵守 遵守 適正に実施

指 定 管 理 者 記 載 欄 （ ア ピ ー ル し た い 事 項 ・ 未 達 成 項 目 へ の 改 善 策 等 ）

  利用者数において、基準利用者数に届きませんでした。月により昨年度と同じ大会でも大会自体の参加者数の減少、3月、新型コロナウイルス感染拡大防
止のための施設休止期間(3月4日～)が、要因であると思われます。
計画的に研修を行い、普通救命講習Ⅱの取得、水難訓練、年2回の消防訓練の実施等を行い、配置スタッフのスキルアップを図りました。日頃からお客様と
のコミュニケーションを密にし、ご要望などいたたけるようにするとともに、意見伺う会を積極的に活用し、迅速な対応ができるように努めました。また、今年度
SNSでの情報発信を開始しました。新規利用者の獲得を目指し、利用者拡大を図ります。新型コロナウイルス感染拡大防止のための施設休止期間では、担
当課の指示により速やかに掲示・予約をしていたお客様への連絡対応を行いました。今後も、お客様が、安心・安全にご利用いただける管理運営に努めま
す。

管理業務マニュアルの保有 適正に実施

関係法令の遵守
・個人情報保護，情報公開及びコンプライアンスに関す
る研修１回以上

WEB研修の実施
全体研修実施

適正に実施

財 務

管理運営経費削減への
取り組み

業 務

事業計画・事業報告の
適切さ

・事業報告が分かりやすく、かつ正確である
・事業報告の締切厳守

事件・事故発生時の対応の
適切さ

・利用者の安全確保のための対応が整理されているか
（避難の誘導や蘇生対応等）
・警察や消防への連絡体制が整備されているか
・市の主管課への連絡体制が整備されているか
・事件・事故対応訓練や講習を年1回以上実施

事故防止の取組 ・補償を伴う事故発生件数0件

業務基準書等に定める
事項の遵守

・その他業務仕様書等に定める事項の遵守

遵守 適正に実施

安全責任者の配置と安全
確保体制の確立

・危機管理マニュアルの職員周知
・防災訓練年１回以上実施

・管理業務マニュアルの保有
・全体研修実施
・消防訓練年2回実施

適正に実施

・管理業務マニュアルの保有
・防犯・防災講習会への参加
・緊急連絡網整備済

適正に実施
（複数回実施）

自己管理システム
・事業報告書において、業務の自己点検と業務への反
映についての具体的記載

月例報告書及び完了報告書での
利用状況分析・自己評価

適正に実施
（簡潔かつ正確）

・省エネ及び環境に配慮した経費削減の取組を実施

・電力会社の入札による選定
・巡回時の節水の確認
・代休取得による超過勤務手当の
削減　等

目標達成

市の歳入の増加
・使用料収入を年間　15,000千円以上（但し，免除の状
況を考慮して評価する）

13,545,487円 目標未達成

【評価基準】
Ａ：要求水準（評価指標）を達成し、かつその達成度・内容が優れている

Ｂ：要求水準（評価指標）が達成されている
Ｃ：要求水準（評価指標）が達成されていない

※評価について、「A」を付ける場合は「優れている点」を、「C」を付ける場合は「達成されていない点」を、「評価コメ ント」欄に明記してください。
（評価指標が達成されているだけなら「B評価」で、その達成度や内容が優れていなければ「A評価」とはなりませんので、ご注意ください。）


